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＜配載内容＞ 

 研究の内容や手順に関して適切に説明されているか 

 研究協力に伴う不快、不自由、不利益、リスクなどが説明されているか 

 自由に撤回や辞退ができ、それをしても不利益になることは全くないことが説明されているか 

 研究協力者あるいは社会が得る利益などについて説明されているか 

 予想される精神的・身体的負担に対する対処方法が具体的に説明されているか 

 研究協力者からの質問には必ず回答する準備があることが説明されているか 

 研究結果の公表方法と、個人のプライバシーがどのように守られているかについて説明されているか 

 ビデオ撮影をする場合、その旨について説明されているか 
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＊依頼害中に同意内容が記されており、その内容で同意を得る場合には、依頼書中に「同意書とともに保存す

ること」の旨を付すこと 
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兵庫県立大学大学院看護学研究科修士課程 

○○○○○○○専攻2回生 田中太郎 

連 絡 先：○○○－○○○－○○○○ 

指導教員：看護 花子（兵庫県立大学看護学部 教授） 

連 絡 先：○○○－○○○－○○○○ 

 


